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G・ジュネットの詩的言語理論   
一言語瞑倣説とその二律背反－  
























言えるのだが，それよりもジュネットが最大の関心をほらうのは，ミキロジス   


























チェロス主義とも言う）とは，確言語が事実として模倣的である≫ ということ  
は否認するが，≪模倣的であるペき≫であると（きらにはまた竜模倣的であり  







ジそのもの」釘とその例外牲を強調するばかりでなく，彼の立場な「この全的   
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いては完全に悲観的なミモロジストであった）。   
































され，音と意味のつながりが回復される。   
ヴァレリーにおいてほこの二つの立場すなわち形式主義詩学とネオ＝タラテ   
G・ジ ュネブトの詩的言語理論  119  
エロス主義詩学は，いわば別個に併存しているだけであるが，ヤーコプソンに  
おいてほ，この二つの原理を並立させるための認識上のより複雑なトリックを  


























とめによれば，「シニフィアン（音声，律軌 文法，抑揚，韻律法）の等価性  
の水平的な網目が，一連の（垂直的な）意味的等価性一個々の形式と個々の  
イメージ 意味との等価性（映像），あるいは複数の形式が形作るれレープと複数の意味  
ガイ丁〆ラム  
が形作るグループとの等価性（国表）一こを通じて，シニフィエの等価性とい  
うもう一つの水平的な網目に投影される」12）。   



































「垂直的等価性」すなわち「音と意味との内的連関」であろう。ヤーコプソン   












示唆的ヤあると思われるのである。   



















詩的状態ないし詩的感動は，次第に生じてくる一知覚のうちに成立するもの，   
神 郡 悦 子   122  
世界すなわち完全な体系を知覚しようとする傾向のうちに成立するものと私   
にほ思われる。その体系においてほ，もろもろの存在，事物，出来事，行為   
が，それらが借りて来られた感覚の世界すなわち直接的な世界を満たし構成   
Lているものに，各々が各々に類似しているにせよ，他方では，それらは我   
々の感覚能力全般の様態および法則と，定義することはできないが驚くほど   
正しい関係を結ぷ。そのときこれらの既知の存在および事物ほ言わば価値を   
変える。それらほ互いに呼び合い，通常の条件下とはまったく違った仕方で   























だが．詩性とはどのようにあらわれるのだろうか。それは語が，名指される   
対象の単なる代替物や感情の爆発としてでほなく，語として感じ取られると   
いう点においてである。語とその統辞構造，その意味作用，その外的・内的   
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「芸術の一つ，もっと言えば一つの文学ジャンル」にまで昇格する力を得る。   































は言語の次元と現実の次元の素朴な混同に由来するものであり－ ミッシェル・   












記号の錯覚上の有線化は，とりわけ揮比主義による有縁化である。そこです   
すんでこのように言うことができよう。何らかの意味関係を前にしたときに   
精神が最初に示す動きは，それを類比的なものと見供すことである。たとえ   
それがまったく別の性質のものであったとしても，またたとえば言語的記号   
現象においてはしばしばそうであるように，それが純粋に咤悪意的な≫関係   
であったとしてもである，と。語の物に対する額似という自然尭生的な信念   
がここから生まれ出る。そのあらわれが永遠のタラテユロス主義であるが，   













逆説的にも，まず言語の悪意性という基礎に立脚するものであり，シニフィア   
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ソとシニフィエの税源的な分離を第一の前提としている。jour（昼）やnuit  
（夜）といった語は，派生語や複合語ではないために，すなわち「不透明」で  








帆を指すのに帆という語を用いる場合は意味作用は完全に窓意的であるが，   
この帆という語を船を指すのに用いるならば，意味作用ほ有縁化されたもの  




文彩＝比喩と有縁性の関係について次のように述べている。   
こ上二ば  比喩的な辞項は本質的に有縁的である。それも二つの意味で有縁的である。   
まずまったく単純に，それが言語忙よって強制されたものでほなく選択され   
たものであるという理由によって。そして次に，辞項の置換は常に二つのシ   
ニフィエのあいだの何らかの関係から生じるものであり，この関係は〔意味   
を〕ずらされ置き換わったシニフィアソの中にも（共示的に）残っていて，   
それゆえ置き換わったこのシニアィアンは，排除された方の辞項と同様に一   
般にその字義どおりの意味においてはやはり悪意的であるにもかかわらず，   
比喩的な意味においては有縁的となる，という理由によって。ト… ）愛を   






詩を分かつのは，「平行的な文彩として，語と語を結合させ，ということはつ   














たミモロジスムのもつ隠喩の能力軋 歴然たる事実であるように見える。   
以上にみてきたように，ジュネットにとってミモロジスムは，言語活動の発  





注   
ジュネット（Gむard Genette）の著作忙ついては以下の略号を用いる。  
∫上．珂押撒J Seuil，1966．  
F〃ご ダfg甜r郎〃，Seuil，1969．  
ダJ〃．・ダ古g〟rg5〟∫，Seuil，1972．  
几すご 〃血相ねg叩腑∫ご Ⅵ叩確■g＝良川C〟和繭，Seuil，1976．  
1）拙論文「言語の悪意性？有縁性？－『ミモロジグク』を契機として」，筑波大  
学‾丈芸言語学系『文重言語研究』14号，19認年，所収。   
2〕〃，p．120．   
3）G，Genette：竜Avatar＄ du CratylismeII＝ L’id如grarnme g血昌ralis6？，  
劫虐J如〟g13．1973，p．133．この論文は若干の変更を施した上で『ミキロジック』  
に再録されたが．その際にこの表現は削除されている。   
4）Ma11arm烏：（E脚reSCOmbIkies．coll．PL6iade，Gallimard．1945，p．521．   
ぐ・j協局．，p．364．   
12畠  神 郡 悦 子  
6〕J粛d．，p．921．   
7〕Val昌ry：（EuvTeS Z，COll．Pl畠iade，Gallimard，1957，p．132畠，648；（E推・reS  
II，CO11．Pl占iade．Gallimard，1g6（1，P．551．   
8＝akobson：且ざ5α∫∫血〟ナ好餌由軸〟g g紬占和ね，MiIluitlg63，p．218．   














19＝akobson：Q鵬∫J由耶，p．124．   
20）叫p．424－425．   
21）〟，p．426．   
22）〃，p．427．   
23〕∫JJ．p．145．   
24〕「ポエティックの過去と現在」（インタビュー），花輪光監修『フィギュールⅢ』  
書津風の薔薇一1987年，所収，p．1g畠．   
25）F〃，p．96．   
26）MichelCharles：RhitoriquedeIa Lecture，Seuil，1977，p．94．   
27）∫∬J，p．39．   
2朝 礼p．427．   
29）F〃，p．11．   
30）ダJ，p．239．   
31〕F丑p．14畠－149．   
32）F∫，p．3637．   
33）FJ，p．40．   
34）「1ほ煙突，0は車輪とボイラー，mほビストソ，とほ速度の証拠（＝＝＝）ないし  
ほ連結桂一 Ⅴは転轍てこ，iは汽笛，eほ車両連結の輪，そして下線沌レールで  
ある」（叫p．弘3）。   
